
コワーキングスペース間交流・連携が生み出す新たな製品・サービス創出事業 

提案者 
(一財)長野経済研究所、長野県、松本市、塩尻市、松本商工会議所、(一財)塩尻市振興公社、
(株)ノークリサーチ、クラウドット(株)、(株)コミクリ、ネットワンシステムズ(株) 

モデル類型 類型Ａ、類型Ｃ 

実施地域 長野県松本市、長野県塩尻市 移動人数 10人 

事業概要 

隣接する2市の中心駅周辺に都市部企業が利用可能なサテライトオフィス兼コワーキングスペー

スを整備及び既存資産のテレワーククラウド基盤に、テレワークセンター相互利用連携基盤を構
築する。複数のセンターが連携基盤を相互利用することで、進出企業や多くのテレワーカーに対
し、場所にとらわれない柔軟な働き方及び地域産業との融合による新たな製品・サービス創出等
の高い付加価値の提供が可能になり、都市部の仕事・人の誘引及び地域産業振興を促進する。 

別紙２ 

●バーチャルオフィス機能 
■テレワーク業務支援システム 
・テレワーカー・進出企業用ポータル 
・在籍管理・チャット・会議サービス呼び出し 
・ソフトウェア開発申請パネル 
・テレワーク業務受注管理・ポータルAPI連携 
・テレワーカー交流マッチング 
■TV会議システム 

テレワーク・サテライト 
バックオフィスセンター 

 
●バーチャル秘書 
●総務事務サービス 
●業務受注 
●人材育成 

テレワークセンター相互利用連携基盤 
■テレワークセンター業務管理連携基盤 
 ・会員・テレワークセンター情報管理 
 ・入退室管理（タブレット） 
 ・センター内設備予約 
 ・利用状況分析（CRM） 
 ・テレワーク業務受注管理 
 ・決済サービスAPI連携（電子マネー対応） 

松本商工会議所 

＜テレワークセンター兼 
コワーキングスペース＞ 

 
●Knower(s) 
(既存スペース利用) 

松本市 (一財)塩尻市振興公社 

＜テレワークセンター＞ 
 
●テレワークセンターし
おじり(既存スペース利用) 

クラウドット(株) 

テレワークセンター・サービスの相互利用 

都市部から地方へ 
仕事と人を誘引する 

企業－拠点間、拠点相互間の円
滑なコミュニケーション確保に向
けたテレワーク支援設備の導入 

ネットワンシステムズ(株) 

都市部 

＜テレワークセンター兼 
コワーキングスペース＞ 

 
●Colabo 
(既存スペース利用) 

塩尻市 

(株)コミクリ 

＜サテライトオフィス＞ 
 
●松本ソフト開発センター
(既存スペース利用) 

平成27年度の事業で構築
したクラウド基盤の利活用 
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モデル類型について 
 
類型A： 
地方のオフィスに、都市部の企業が社員を派遣し、本社機能の一部をテ
レワークで行う。 
 
類型B： 
子育てや親の介護を理由に地方への移住を希望する社員が、テレワーク
で勤務を継続する。 
 
類型C： 
クラウドソーシング等を利用し、個人事業主として、又は起業により、都市
部の仕事をテレワークで受注する。 
 
類型D： 
都市 部の企業が、テレワークで働く人材を、新規に地方で採用する。 
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